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（備考）図表１､２､４は「中国統計年鑑」､「中国経済景気月報」等により作成。

中国のデフレについて

・中国の物価指数の伸び率の推移をみると、98、99年および2002年にマイナスとなっており、これらの
　時期に中国がデフレであったことを示している。小売物価指数や原材料価格指数など財価格の低下が
　先導して消費者物価指数の伸び率がマイナスになったとみられる（図表１）。
・最近では、2002年に入り原材料価格指数、工場出荷価格指数の伸び率のマイナス幅が縮小傾向に転じ
　ており、2003年に消費者物価指数の伸びがプラスに転じた（図表２）。
・デフレの原因は、総供給・総需要曲線のフレームワークから供給側要因と需要側要因に分けて考える
　ことができる（図表３）。中国がデフレであった時期も、実質ＧＤＰは７-８％の成長率を維持した
　ことから、デフレは主に供給側の要因（総供給曲線のシフト）によるとみられる（図表４）。
・具体的な供給側の要因としては、98、99年は家電など工業製品について生産過剰体質へ転換したこと
　が指摘されている。また、2001、2002年は外国企業との競争激化（ＷＴＯ加盟をにらんだ間接的効
　果）やＷＴＯ加盟後は関税率の低下（直接的効果）が要因と考えられる。なお、2003年に入り燃料価
　格の上昇などによりデフレは一服した。
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図表１　物価指数の伸び率（年次）
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（％） 図表２　物価指数の伸び率（月次）
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図表３　総需要・総供給曲線 図表４　消費者物価指数とＧＤＰ
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